
 
 

「１月は、行く」「２月は、逃げる」「３月は、去る」と言われることがありますが 

あなたは、１年前の自分より成長していますか？ なにも変わってない…という人は 

４月には自分自身で成長できた１年間だったと実感できるようになるといいですね♪ 

そのためにも、一日一日がじっくりと大切に過ごすよう心がけてみてはいかがですか？ 

いずれにしても２月は寒さが残る中でも少しずつ春へと近づいている時季といえるでしょう。 

あなたも体調管理をしっかりとして春に向けて準備を進めてください。  

❝❝花粉の季節が始まります❞❞ 
もうすぐ本格的な花粉症の時期が始まります。花粉症の人は一度お医者さんに相談しましょう。 

花粉症の薬は、飲み始めてから血液中に薬の成分が安定しないと効果が出にくいものです。 

そのため、早めに飲み始めることで症状が出る前に血液中の薬の濃度を安定させ、つらい花粉症症状を 

きちんと抑えることが出来ます。 

また、花粉症は、いつ発症するかわかりません！初めてかかった時は、風邪なのか花粉症なのか自分で区別する

のは難しいです。 

あらかじめ風邪と花粉症の違いや対策を知っておくことで症状が出た時につらい思いをしないようにしましょう♪ 

 

    

 風邪 花粉症 

原因 ウイルス 花粉（スギ・ヒノキ・ブタクサなど） 

くしゃみ あまり連続して出ない 何度も連続して出る 

鼻水 粘り気があり、やや黄色い サラサラしていて、透明 

目の症状 ほとんどない かゆみ・目の充血・涙が出る 

発熱 ３７～３８℃くらい 平熱とほぼ変わらない 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
平成２７年２月１９日 

千葉県立若松高等学校 

保 健 室 

～風邪と花粉症の見分け方～ 

～花粉症対策～ 

☞室内に入るときは、花粉をはら

う 

外出した後は、洋服や髪の毛に花

粉がいっぱいです！室内に花粉

を入れないためにも花粉をはら

い落す習慣をつけましょう。 

 

☞こまめにうがい・手洗

い・洗顔・洗眼しよう 

花粉を洗い流しましょう 

 

☞風邪を予防しよう 

風邪をひいてしまうと 

花粉症の症状が悪化します。 

手洗い、うがいはもちろん、 

規則正しい生活を心がけま 

しょう。 

 

☞ マスクをしよう 

マスクの中にガーゼを湿らせ

て入れておくとさらに効果的

です。 

 
 

 



✐✐✐ アレルギーは予防も大切 ✐✐✐ 
２月２０日は「アレルギーの日」１９６６年のこの日にアレルギーを起こす原因となる 

IgE抗体が発見されたことにちなんでいます。       

花粉、ダニ、ほこり、食べ物などのアレルギーは私たちの体に備わっている免疫（外から入った異物            

「抗原」に対して抵抗する仕組み）が過剰に働くことをさしています。そして様々な症状が出るのです。 

 主な原因は、生活環境や遺伝などの他に抗原に対して頻繁に接触することでも起こるとされています。 

そして、過剰な免疫反応の原因となるものをアレルゲンと呼びます。 

いつ起こるかわからないアレルギー症状、この機会にアレルギーに関する知識を増やしてみませんか♪ 

また、自分のアレルギーの原因を知るためには早めにアレルギー検査を受けることをお勧めします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
❥薬物アレルギー❥ 

薬物アレルギーとは、薬剤に対するアレルギー反応や、薬剤が本来もつ作用による中毒症状によって生じます。どんな薬でも薬疹を生じる 
可能性はありますが、薬疹を起こしやすい薬剤と比較的起こしにくい薬剤があります。 

ペニシリンなどの抗菌薬や解熱鎮痛薬、抗けいれん薬などは薬疹を起こしやすいものの代表です。すぐに治る症状の軽いものから、高熱と 
ともに全身の皮膚や粘膜に拡大して内臓障害を伴う重症なものまでさまざまです。薬物アレルギーを防ぐには、一度症状を起こした薬は二度と 

使わないことにつきます。医師による処方なども受けるといいでしょう。 

 
❥動物アレルギー ❥ 

動物アレルギーとは、主に同居する犬や猫などの動物がアレルゲン（抗原）となるアレルギー反応です。犬や猫そのものが原因となる場合と、

犬や猫の毛やふけ など微粒子分子の浮遊が原因となる場合があります。ひどい状態になると呼吸困難になります。 
イヌやネコ、ハムスター、小鳥などの毛やフケ、糞、唾液などが抗原となります。 
特に、猫のアレルギー症状は強く、猫を抱くと急に目が痒くなったり、結膜が赤くなったり、鼻水やくしゃみが出たり、蕁麻疹や喘息の発作

が出たりすることもあります。 

また、最近は「ハムスター」を飼育する人が増えたと同時に、その咬傷にみられるアナフィラキシーショックも多く聞かれるようになりまし

た。それを改善するには犬や猫に近寄らないことが最適です。 

       

 

 

❥金属アレルギー❥ 

金属との接触部に起こる接触皮膚炎（部位によっては粘膜炎）が代表的です。歯の治療に使う詰めものの金属が原因となって起こるケースや、 

直接金属と接触していなくても、症状が相当酷くなったケースでは、まれに食物に含まれる金属に対してもアレルギー反応を起こす。 

また金属イオンが血流によって全身に運ばれると全身性皮膚炎を起こすこともあります。症状がひどくなると食べ物の味もわからなくなり日常 

生活に支障が出るため注意が必要です。 

（金属アレルギーメカニズム） 
 アクセサリーや金歯などの「金属」が「汗や唾液などの体液」に溶け出し（イオン化）、体内に入りタンパク質と結合し、身体がこの結合物質を 
いったん「異物＝ 外敵」と認識すると、免疫を作り身体を守ろうとします。この免疫が過剰に間違って働き、皮膚の炎症など人体に悪い影響を 
及ぼしてしまった場合、金属アレル ギーを起こしたといいます。 

 

 

 

❥食物アレルギー ❥ 

 食物アレルギーは、食物を摂取した時、じんましんや呼吸困難、腹痛を起こすなどの症状が出て、重症の場合アナフィラキシーショックを 

起こすこともあります。症状の原因となる食品をアレルゲンといい、卵、牛乳、小麦の割合が多くなっています。 

しかし、食物アレルギーは年齢の経過とともに、八割程度は反応を起こさなくなる耐性ができ、アレルギーでなくなることもあります。食品に、 

アナフィラキシーショックを発生して命にかかわることもある（そば、ピーナッツなどが有名）。 

乳幼児から幼児期にかけては食物アレルギーの主要な原因として鶏卵と牛乳がその半数以上を占める。青年期になるにつれて甲殻類が原因の事例が 

増え、牛乳が減る。成人期以降では、甲殻類、小麦、果物、魚介類といったものが主要なアレルギーの原因食品となる。 

 

 
 

  

      

 

 

 

   

      




